
One Point Advice

発芽率をアップするために

形が整っていて、サイズ差がな

く、色ツヤがよい種を選びまし

ょう。購入する際には必ず、有

効年月や発芽率をチェックし、

袋が湿っていたり、日焼けして

いるものは避けてください。収

穫した種や早めに購入してしま

った種は、まき時までビニール

袋などに入れて冷暗所で保管

を。冷蔵庫（５:くらい）に貯蔵

するのもよい方法です。

砂　9 種　1

湿った土

水

川砂

〇微粒な種
種１に対し９の

砂を混ぜてまく

と厚まきが防止

できる。

〇毛が多く吸水しにくい種
湿った土でよくもんでからまく

〇大きな種
一昼夜水につけ、沈んだ

種を選んでまく

〇外皮が固い種
川砂と一緒にもんで

外皮を取ってからまく

種のまき方のテクニック

種まき後の管理法

水

●移植

本葉が４〜６枚になったら、元気な苗を選んで竹ベラなどで根を傷め

ないように注意して掘り起こし、種まきしたのと同じ用土を入れたビ

ニールポットなどに植え替えます。これは新しい根の再生を促すもの

で、ていねいな苗づくりをする際は移植するごとに一回り大きな鉢にす

るか、植え付ける間隔を広げるようにしながら２〜３回、移植をする

とよいでしょう。

移植をしたら、やさしく水をかけること。また、薄めた液体肥料を水

やりを兼ねて与えたり、緩効性の化成肥料を置き肥えするなどして、

苗の成長に必要な養分を充分に与えることが大切です。

根が充分にはり、市販されている苗くらいの大きさに成長したら、花

壇やプランターなどに定植します。

●発芽前

芽が出るまでは雨風の影響のない日陰に置いて新聞紙などをかけてお

きます。新聞紙の上から霧吹きで水をやるか、水をはった容器に入れて

腰水状態にするなどして、乾かさないように管理してください。

●発芽後

新聞紙を取り、屋外に出してよく日に

当てるようにします。液体肥料を薄め

たものを２〜３日ごとに与えながら、

本葉が４〜６枚出るまで育苗箱で育て

てください。このとき、芽が込み合っ

ていたら、元気な芽を残して間引き

を。

鉢へ

花壇へ

+ 水


